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1．2018年度冬季の各エリア最大電力需要実績について

 2018年度冬季（12～3月）の最大電力需要実績は以下の通り。

 北海道エリアを除き、気温が平年よりも高く、暖冬であった。特に沖縄エリアについては、気温が高
く、冷房需要が増加したことに伴う需要の増加となっている。

 したがって、北海道及び沖縄以外のエリアにおいては、最大電力需要実績は厳寒H1想定を下
回る結果となった。

※ 調査期間：2018年12月1日~2019年3月31日

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

日付 2/8（金） 1/24（木） 1/10（木） 1/10（木） 2/1（金） 1/10（木） 1/10（木） 1/10（木） 1/17（木） 12/4（火）

時刻 9-10時 17-18時 18-19時 9-10時 9-10時 9-10時 9-10時 9-10時 18-19時 13-14時

最大需要 542 1,367 4,918 2,345 503 2,432 999 448 1,336 115

H1
想定需要

525 1,465 5,355 2,382 543 2,574 1,109 508 1,577 112

比率
(実績/想定)

103.2 93.3 91.8 98.4 92.6 94.5 90.1 88.2 84.7 102.7

（単位）需要：万kW，比率：％
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2. 2018年度冬季の北海道エリアの電力需給状況について

 北海道エリアにおいては、無理のない範囲での節電をお願いしていたところ、石狩湾新港発電所
1号機（LNG・出力56.94万kW)の試運転前倒し等による供給力の積み増し等により、安定供
給上最低限必要とされる予備率3%を下回ることはなかった。

 特に2019年2月8日には記録的な低気温により、北海道全域において暖房需要等による電力
需要が高まったが、安定供給への支障はなかった。

石狩湾新港発電所全景（北海道電力㈱ウェブページより）

（１）供給力の積み増し （２）寒波による影響

新北海道本州間連系設備概略系統図（北海道電力㈱ウェブページより）

●運転開始日
試運転 ：2018年10月5日
営業運転：2019年2月27日

●発電所概要
出力：56.94万kW
燃料：LNG

●運転開始日
営業運転：2019年3月28日

●設備概要
電圧 ：250kV
こう長：122km

北海道電力㈱2019年4月19日プレスリリース
（https://www.hepco.co.jp/info/2019/1239021_1803.html）

2018年度冬季H1需要想定値（525万kW）を上回る542万kWの需要を記録。＜石狩湾新港発電所＞

＜北本連系設備の増強＞









【出所】平成２９年３月２８日（火）第６回評議会資料（電力広域的運営推進機関）より抜粋 6

 従来は、最大需要発生時に予備率が低くなり、電力需給が厳しくなる傾向であった。
 近年では、再生可能エネルギーの普及に伴い、太陽光発電の供給力が減少する夕刻から夜間の点
灯ピーク帯の方が、予備率が厳しくなる傾向となっている。

6. 太陽光発電の大量導入に伴う予備力最小時刻の変化
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7. 各エリアの最大需要発生時刻と予備率最小時刻の比較

 従来、夏の需給状況については、需要が最大になる時間帯と予備率が最小となる時間帯が一致
していたため、需給検証においても需要が最大となるエリアが多い15時での検証を行ってきた。

 一方、近年は太陽光発電からの供給力が減少する点灯帯（夕刻）に予備率が最小となる傾向
があることから、今夏は予備率が最小となるエリアが多い17時での検証も行うこととする。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

最大需要
発生時刻

15時

予備率
最小時刻

17時 17時 15時 17時 17時 17時 17時 15時 19時 20時

各エリアにおける今夏（8月）の最大需要発生時刻と予備率最小時刻の見通し

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

最大需要
発生時刻

17時 15時 15時 15時 15時 17時 17時 17時 15時 17時

予備率
最小時刻

18時 17時 17時 17時 15時 17時 17時 18時 20時 12時

【参考】各エリアにおける昨夏（8月）の最大需要発生時刻と予備率最小時刻の実績

「2019年度供給計画取りまとめ（電力広域的運営推進機関）」を元に作成

※各エリア最大需要発生日からデータを抽出し、同日の予備率最小時刻と比較。
「電力需給検証報告書（2018年11月／電力広域的運営推進機関）」を元に作成
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（参考）稀頻度リスクの考え方

【参照】広域機関 第4回電力レジリエンス等に関する小委員会（2019.3.5）：資料2 更なる供給力等の対応力確保策の検討 抜粋

 稀頻度リスク対応として必要な供給力の水準は、広域機関の委員会（電力レジリエンス等に
関する小委員会）の場において議論中。
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11. 2019年度夏季の電力需給対策について

 今夏においては、各エリアで電力の安定供給に最低限必要とされる予備率3％以上を確保できる
見通しのため、節電要請等の対応は実施せず、例年どおり、省エネなど無理のない範囲での節
電の協力を呼びかけることで良いか。

 なお、電源脱落等の想定外の事態に備え、必要に応じて「需給ひっ迫警報」を発出できるようにす
る等、平時からの備えは引き続き行うこととする。








